
・ご使用の前に必ずお読みください。

取扱説明書
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3672 5101 103





このたびは、本製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

本書は、本製品の正しい運転操作および保守・点検方法を知っていただくために、詳しい情

報を提供することを目的とし作成しています。本製品をご使用になる前に必ず本書を読み、

理解された上で、正しい取り扱いをしてください。

また、エンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

なお、本書ははじめて本製品を使用される方を対象として作成しています。

本書について

本製品について

・	本製品には、潜在する危険があります。本製品の運転操作および保守・点検を行う場

合は、必ず本書に従ってください。

・	本製品は公道および公道とみなされる道路での運転はできません。当該道路上での運

転による事故および違反につきましては、責任を負いかねます。

・	本製品を改造して使用しないでください。また、安全カバー等を取り外して使用しな

いでください。重大な事故の原因となります。

・	本書を必ず読んで内容を理解してから本製品の運転および保守・点検を行ってくださ

い。

・本製品の運転操作および保守・点検を行う場合は、必ず本書に従ってください。

・	本書はいつでも参照できるように大切に保管してください。



・	月例点検、年次点検記録は3年間保存してください。

・	労働者を新たに林内作業車を使用する集材作業に就かせる場合には、あらかじめ労働

関係者に対して特別教育を実施してください。

事業者の皆様へ

・	本製品を他の事業者または個人に貸し出す際には、取り扱い方法を明確に説明し、使

用の前に本書を必ず読むよう指導してください。

リース（レンタル）業者の皆様へ
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1.	 はじめに

1.1	 本書の目的について

	 本書の目的は、本製品について、正しい運転操作および保守・点検方法を知っていただくために詳

しい情報を提供することです。

	 また、本書は、はじめてこの製品を使用される方を対象として制作しています。

1.2	 本書の構成について

	 本書では以下の章に分けて情報を記載しています。

１.	はじめに

	 この章では、本書の目的、構成および本書で使用している警告用語について説明しています。 

また、本製品に貼付してある警告ラベルについても記載しています。

２.	保証とアフターサービスについて

	 この章では、本製品の保証およびアフターサービスに関する事項を記載しています。

３.	安全運転・作業のための心得

	 この章では、運転時または作業時に必ず守っていただきたい一般安全事項を記載しています。

４.	各部の名称とはたらき

	 この章では、各部の名称とはたらきについて説明しています。

５.	製品仕様

	 この章では、本製品の仕様について記載しています。また、工具袋の明細についても記載し

ています。

６.	運転と操作

	 この章では、運転前の準備、運転手順および操作、作業方法について説明しています。

７.	保守（お手入れ）

	 この章では、定期点検、給油、給脂、注油、給水、清掃、調整および使用後のお手入れに関

する情報を記載しています。

８.	格納（長期保管）

	 この章では、格納（長期保管）に関する情報を記載しています。

９.	不具合発生時の処置

	 この章では、不具合が発生した場合の処置について記載しています。

10.	本機の移送

	 この章では、本機を移送する場合の方法と注意事項について説明しています。
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1.3	 本書の警告用語について

	 本書では、危険度の高さ（または事故の大きさ）にしたがって、警告用語を次の４段階に分類して

います。以下の警告用語がもつ意味を理解し、本書の内容（指示）に従ってください。

1.4	 本製品に貼付してある警告ラベルについて

	 本製品には下記の警告ラベルが貼付してあります。はがれたり、見えにくくなった場合には、ラベ

ル下の部品番号にて販売店へ注文し、新たに貼付してください。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

36725025000

35536025000
3672M-0201-010

警 告 用 語 意 味

差し迫った危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、死亡もしくは

重傷を負う場合に使用されます。

潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、死亡もしくは重

傷を負う可能性のある場合に使用されます。

潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、中・軽傷を負う

可能性のある場合に使用されます。また、本製品に物的損害が発生する

場合にも使用されます。

とくに注意を促したり、強調したい情報について使用されます。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告



2.	 保証とアフターサービスについて

保証について

当社は本製品について、保証書の内容に基づいて保証をいたします。保証書の発行にはお客様登録が

必要です。製品に同封のお客様登録カードをご記入の上ご送付ください。登録完了までの保証内容に

ついては本書巻末に貼付の仮保証書を参照してください。

アフターサービスについて

ご使用中の不具合、ご不審な点およびサービスに関するご用命は、お買い上げいただいた販売店また

は当社センターにお気軽にご相談ください。

その際、型式ラベルに記載の商品型式、製造番号および搭載エンジンのメーカー名、型式名を併せて

ご連絡ください。（搭載エンジンのメーカー名および型式名については、本書の第５章「製品仕様」を

参照してください。 ☞ 13 ページ）

＜型式ラベル位置＞	 ＜型式ラベル＞

補修用部品の供給年限（期間）について

この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製造打切り後７年とします。

–  3  –
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3 安全運転・作業のための心得

運転前の心得

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	正しい服装の励行

	 運転および作業にふさわしい服装を心掛け、軽装やサ

ンダル履き等で運転や作業をしないでください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	始業点検の励行

	 運転の前に始業点検を必ず励行し、異常箇所は直ちに

補修してください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	火気厳禁

	 燃料、油脂の取扱い時は、絶対に火気（タバコの火など）

を近付けないでください。また、バッテリの充電中や

エンジンの整備時にも火気には十分注意して作業をし

てください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	同乗禁止

	 本製品は一人乗りです。同乗者を伴う運転は、重心の

移動等が起こり大変危険です。運転者以外は絶対に乗

せないでください。

3.	 安全運転・作業のための心得

この章では、運転時または作業時に必ず守っていただきたい一般安全事項を記載しています。本章以

外で記載している各章の安全事項についても必ず従い、安全運転、安全作業を心掛けてください。



–  5  –

3安全運転・作業のための心得

走行時の心得

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	急発進、急加速、急旋回、急ブレーキの禁止

	 急発進、急加速、急旋回および急ブレーキは避け、安

全運転を心掛けてください。発進の前には必ず周囲の

安全を確認し、軟弱な地盤やぬれた路面での急旋回お

よび急停車はスリップや転倒を招くおそれがあり危険

ですので、絶対にしないでください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	安全速度遵守

	 走行時は、走行路の勾配、路面の状態および積載量に

応じた安全速度で走行してください。

	 勾配の急な走行路、急カーブ等で木材をけん引する場

合は、速度を十分に落としてください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	下り坂ではエンジンブレーキを

	 下り坂の前では、一旦停止した後、変速レバーを低速

位置に入れ、エンジンブレーキを必ず使用して減速を

行ってください。十分な減速を行わないで停止操作を

行うと、車体が浮き上がるおそれがあり危険です。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	斜面での横断禁止

	 傾斜地ではまっすぐ昇り降りしてください。斜面を横

断すると危険です。また急傾斜地はサイドクラッチレ

バーを操作しないでください。やむを得ない時は、逆

旋回に注意して素早く確実に操作してください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	無謀運転禁止

	 飲酒をして運転したり、体調不良時に無理に運転をす

ると大変危険です。絶対におやめください。

	 また、本製品の運転に適さない若年者の運転も絶対に

おやめください。
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3 安全運転・作業のための心得

積載時の心得

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	過積載禁止

	 本製品の仕様で規定されている最大作業能力を超える

積載はしないでください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	制限重量に注意

	 木橋等を渡る時は、本製品の機械重量と積載量および

運転者の体重の総重量が、木橋等の制限重量を超えな

いことを確認し、一定速度で慎重に通過してください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	傾斜地での積載量に注意

	 15°〜 20°の傾斜地では、積載量を 600k g 以下にし

て走行してください。20°を超える急傾斜地では、本

製品をなるべく使用しないでください。やむを得ず使

用する場合は、空車状態で運転をしてください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	積み荷は正しく載せる

	 積み荷は偏荷重にならないよう、荷台に均一に載せ、

ロープで固定するよう心掛けてください。また、積み

荷の高さに注意し、視界を確保するよう注意してくだ

さい。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	危険な場所では誘導者の指示に従う

	 見通しの悪い場所や幅員の狭い道、傾斜や起伏の激し

い道では誘導者の指示に従い、安全確認を十分行って

から走行してください。

600 kg

15°〜20°
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3安全運転・作業のための心得

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	坂道での輪止め励行

	 坂道での駐車は避けてください。やむなく坂道で駐車

するときは、駐車ブレーキを確実にかけた後、輪止め

をしてください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	駐車時の安全確認

	 駐車時は、駐車ブレーキを必ずかけ、エンジン停止を

励行してください。

	 また、キーを忘れずに抜いてください。

整備時の心得

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	エンジン回転中の整備禁止

	 エンジン回転中は整備を行わないでください。

	 必ずエンジンを停止してから整備をしてください。

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	換気に注意

	 室内でエンジンを運転させる時は、排気ガスによる中

毒防止のため、換気をよくしてから作業を行ってくだ

さい。

駐車時の心得

	

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告
	危険な場所での駐停車禁止

	 駐停車の際は足場のよい平坦地に車体を止め、危険な

場所での駐停車はしないでください。



3672M-1401-010

緊急停止スイッチ

4
4.	 各部の名称とはたらき

4.1	 運転操作部

各部の名称

各部の名称とはたらき
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各部のはたらき

●	スロットルレバー 	����������� エンジン回転数の増減を行います。

●	サイドクラッチレバー 	�������� 方向を変える時に使用します。 

車体はレバーを引いた側へ曲がります。 

また、左右のサイドクラッチレバーを同時に引くとその場で

急停止します。

●	走行クラッチレバー 	���������� エンジンからトランスミッションへの動力の伝達を断続させ

ます。 

レバーを前方に倒すと「入（発進）」の状態、後方に倒すと「切

（停止）」の状態になります。

●	駐車ブレーキレバー 	���������� 車体を確実に駐車させます。 

レバーを前方に倒すと「切（ブレーキ解除）」の状態、後方に

倒すと「入（ブレーキ作動）」の状態になります。

●	変速レバー 	���������������� 走行速度の選択に使用します。 

変速は走行クラッチレバーを「切」にして、車体が停止した

状態で行ってください。

●	ダンプレバー （オプション）	����� 荷降ろし等で荷台の上昇および下降をするときに使用します。

●	ホーンスイッチ 	������������� ホーンスイッチを押すとホーンが鳴ります。 

走行する時の警報・作業の合図等に使用します。

●	エンジン始動スイッチ 	�������� エンジンを始動させたり、停止させる時に使用します。

●	チャージランプ 	������������� バッテリの充電状態を示します。エンジン始動スイッチが「入」

の位置で点灯し、エンジン始動後、消灯していれば正常です。

●	冷却水温ランプ 	������������� エンジン冷却水温が異常に上昇（オーバーヒート）すると点

灯します。

●	オイルランプ 	�������������� エンジンオイルの圧力が正常かどうかを示します。エンジン

始動スイッチが「入」の位置で点灯し、始動後消灯していれ

ば正常です。

●	グローランプ 	�������������� エンジン始動スイッチを「入」にすると点灯し、予熱プラグ

の加熱が完了すると消灯します。

●	ロックレバー 	�������������� サイドポール（２本）（☞ 10 ページ）を解除および固定する

ときに使用します。                         

●	滑車 	�������������������� ポールを使って集材するときに使用します。

● 前照灯	��������������������������暗い林道等を走行する時に前照灯として使用可能です。エン

ジンルーム内の点検等にも使用可能です。

● 緊急停止スイッチ	����������������緊急時に押すと、エンジンが停止します。
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4.2	 ウインチ操作部

各部の名称

サイドポール

前照灯

ウインチ変速レバー

3672M-0401-020
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各部のはたらき

●	ウインチ変速レバー（BY1203） 	��� 巻ドラムの速度の選択に使用します。

●	ウインチクラッチ・ブレーキレバー （BY1203）	��� エンジンから巻ドラムへの動力を断続、制動（停止および解除）

させます。

●	スロットルレバー（BY1203） 	���� エンジンの回転数の増減を行います。

●	空引きレバー（BY1203） 	������� ワイヤの引き出し作業時に使用します。

●	副変速レバー（BY1204）	�������� 巻ドラムの速度を設定します。通常は高速側にセットし、直

引きや大きな力を必要とする時だけ低速にします。

●	ウインチレバー（BY1204） 	������ 動力を巻ドラムへ断続させます。（正転および逆転）回転速度

を調節でき、エンジン回転も連動します。

●	無線モードスイッチ（BY1204）	��� 無線でウインチ操作をするときに使用します。スイッチを押

すと「入（無線操作状態）」（モニタランプ点灯）になり、ス

イッチを再び押すと「切（手動操作状態）」になります。

●	空引きスイッチ（BY1204） 	������ ワイヤの引き出し作業時に使用します。 

スイッチを押したままの状態にすると、「入（空引き状態）」

になり、空引きモニタランプが点灯します。スイッチを再び

押すと、「切（空引き解除）」になります。　　　　　　　　

※	空引きスイッチは、手動モードのときのみ使用できます。

無線モードにて使用するときは、必ず空引きスイッチを「切」

にしてください。

●	表示灯（BY1204） 	������������ 無線モードスイッチが「無線」モード時で、巻ドラムが作動

しているときは点滅し、ワイヤが引き出し可能のときは点灯

します。

●	フューエルゲージ 	����������� 燃料の残量を表示します。

●	アワメータ 	���������������� 機械稼働時間の累計を 0.1 時間単位で表示します。

●	アンテナ（BY1204） 	���������� 送信機からの信号を受信します。

●	サイドポール 	�������������� 材木等の荷卸しのとき、ロックレバー（☞８ページ）を左に

倒すとサイドポールは外れます。
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4.3	 送信機

各部の名称各部のはたらき

●	電源スイッチ 	�������������� 送信機の電源の「入／切」を行います。電源スイッチを入れ

	 （バッテリ表示ランプ内蔵型）	 ると、バッテリの容量を初期点灯（点灯具合）により下記の

ように知らせます。

　	『ピカッ　——ピカッピカッ…』	 約２秒間点灯、その後高速点滅約２秒	 容量十分です。

　	『ピカッピカッピカッ…………』	 20回の点滅後消灯	 容量不十分です。

　	『　———————————　』	 点灯しない	 容量不十分です。

●	巻取速度調整ボリューム 	������ ウインチの巻取速度を調整します。

●	ドラムスイッチ 	������������� 動力を巻ドラムに断続させます（正転および逆転）

●	空引き／エンジン回転アップスイッチ 	�� 空引き側へ倒すことで巻ドラムを空引き状態にします。ウイ

ンチが巻取り状態でスイッチを空引き側に倒すとエンジン回

転数を段階的に最高回転まで上げることができます。

●	バッテリカバー 	������������� バッテリを交換するときは、このカバーを取外して行います。

●	バッテリ 	����������������� この送信機専用バッテリです。他のものは使用できません。

●	充電ジャック 	�������������� 充電器の充電端子（アダプタ）を差し込み、充電を行う接続

ジャックです。

3672M-0403-010

電源スイッチ

空引き/エンジン回転数アップスイッチ

バッテリ

巻取速度調整ボリューム

ドラムスイッチ

充電ジャック

バッテリカバー
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5.	 製品仕様

5.1	 本機の仕様

 
警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

本製品の仕様を理解した上で、 正しく本製品を使用してください。

名 称 ・ 型 式 BY1203 BY1204

荷 台 仕 様 ダンプ無し 油圧ダンプ ダンプ無し 油圧ダンプ

機 械 質 量 kg 865 885 880 900

最 大 作 業 能 力 kN (kg) 11.8 (1200)

機

械

寸

法

全 長 mm 2095 2120 2095 2120

全 幅 mm 1275

全 高 mm 2110

ク ロ ー ラ 接 地 長 mm 1075

ク ロ ー ラ 中 心 距 離 mm 910

最 低 地 上 高 mm 165

荷
台
寸
法

床 面 高 さ mm 520

荷 台

内 側 寸 法

長 さ mm 1810

幅 mm 735

エ

ン

ジ

ン

名 称 クボタ Z482

形 式 縦型２気筒水冷4サイクルディーゼル

シ リ ン ダ ( 内 径 × 行 程 ) mm 2 - 67×68

総 排 気 量 cm3 (cc) 479 (479)

最 大 出 力 kW(PS)/rpm 9.2/3600 (12.5/3600)

最 大 ト ル ク N･m(kgf･m) 28.0/2600 (2.86/2600)

始 動 方 式 セルフスタータ式

使 用 燃 料 軽油

燃 料 消 費 率 g/kW･h(g/PS･h) 276 (203)

燃 料 タ ン ク 容 量 ℓ 9.4

潤 滑 油 容 量 ℓ 1.9 *2

電

装

バ ッ テ リ 形 式 46B24R 75D23R

バ ッ テ リ 容 量 V 12/26 [12/52]

前 照 灯 W 55W 12V

*1

*1 燃料満タン時

*2 エンジン取説とは仕様が異なるため、容量が違います。
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名 称 ・ 型 式 BY1203 BY1204

走

行

性

能

走

行

速

度

前

進

１ 速 km/h 1.62

２ 速 km/h 2.69

３ 速 km/h 4.26

４ 速 km/h 6.56

後

進

１ 速 km/h 1.50

２ 速 km/h 2.50

最 小 回 転 半 径 m 1.65

登 坂 能 力 度 25（空車）

ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 油 量 ℓ 3.0

動
力
伝
達
装
置

ク ラ ッ チ 形 式 乾式多板クラッチ

主 変 速 形 式 ギヤスライド

操 行 装 置 形 式 ドグクラッチ・ブレーキ形式

ブ レ ー キ 形 式 湿式ディスクブレーキ

ク ロ ー ラ 幅 mm 230

ウ

イ

ン

チ

装

置

巻 ド ラ ム

巻 取 速 度

正

転

１ m/sec 0.33 低
速

手動0～0.39

無線0～0.39

２ m/sec 0.67 高
速

手動0～0.82

無線0～0.82３ m/sec 1.04

逆

転

１ m/sec 0.31 低
速

手動0～0.25

無線0～0.1

２ m/sec 0.62 高
速

手動0～0.53

無線0～0.22

ポ ー ル 吊 り 上 げ 能 力 kN (kgf) 2.9 (300)

ワイヤ巻取長さ 巻ドラム m 約80（ワイヤφ8mmにて）

ウインチミッション油量 ℓ 1.5

ブ レ ー キ 方 式 内拡式ブレーキ 負作動式電磁ブレーキ

※この仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。

5.2	 無線リモコンの仕様 （BY1204）

●共通定格

伝 送 方 式 デジタル伝送方式

周 波 数 400Mhz帯 MCA方式（40波の中から1波自動選択）

識 別 コ ー ド 000～3FF（DIPスイッチにより設定、1024通り）

有 効 到 達 距 離 150m（直線見通し距離）

変 調 方 式 周波数変調

伝 送 信 号 数 デジタル６点　アナログ１点
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●送信機

●コントロールボックス

5.3	 工具箱明細 （付属小ダンボール）

操

作

系

ド ラ ム ス イ ッ チ 正転／逆転

空 引 き ス イ ッ チ
空引き＆エンジン回転アップ

ー

巻取り速度ボリューム 遅／速

表 示 系 バッテリ表示ランプ（電源スイッチ内蔵型）

送 信 出 力 10mW

電 源 DC 7.2V 700mAh

出 力 系

エンジン停止 ー

水温モニターランプ ー

スロットルモーター ホーン

空引きモニタ 空引きモニタランプ

無線モニターランプ 表示灯

電磁ブレーキ LED

入 力 系

入力チェック　1点 空引き　1点

空引きモーター位置判別　2点 ウインチレバー中立　1点

無線手動切り替えスイッチ1点 HST傾転

角度検出ボリューム油 圧 ス イ ッ チ 　 1 点 HST圧力　1点

伸 縮 ブ ー ム 　 2 点 水温スイッチ　1点 スロットル開度検出ボリューム

アンテナ入力インピーダンス 50Ω（SMA型）

電 源 ・ 電 圧 DC12V

チェック No. 部 品 名 個数 備考

□ １ 取扱説明書（本書） １

□ ２ エンジン取扱説明書 １

□ ３ グリースニップル ２ 給脂用 (☞48ページ)

□ ４ ビニール袋 １ 取扱説明書用

□ ５ 止めネジ １
ウインチワイヤ抜け防止用

M8×40 (☞38ページ)

□ ６ 送信機 １ BY1204のみ

□ ７ 急速充電器 １ 送信機用(☞62ページ)BY1204のみ

□ ８ 予備バッテリ １ 送信機用(☞61ページ)BY1204のみ

□ ９ 革ケース １ 送信機保管用　BY1204のみ

□ １０ アダプタ １
急速充電器変換コネクタ(☞62ページ)

BY1204のみ
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6 運転と操作

6.1	 始動前の準備

6.1.1	 燃料の給油

1.　フューエルゲージを目視点検し、燃料が不足して

いる場合は、燃料タンクキャップを開け、燃料を補

給します。

使用燃料：軽油

燃料タンク容量：☞ 13 ページ

6.	 運転と操作

･	 本章を読む前に第３章「安全運転・作業のための心得」（☞４ページ〜７ページ）を必ずお読み下

さい。

･	 運転および操作については、必ず本章の指示に従い、自己判断による見切り操作は絶対にしないで

ください。

 

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

･	 給油の際は火気（タバコの火など）を絶対

に燃料およびエンジンに近付けないでくだ

さい。引火の原因となります。

･	 給油は必ずエンジンを停止した状態で行っ

てください。

･	 エンジン停止直後はエンジンが高温になっ

ているため、給油の際に燃料注入口から燃

料がこぼれないよう十分注意してください。

こぼれた際には速やかにふき取ってください

｡



–  17  –

6運転と操作

2.	エンジンオイル量を目視点検し、規定量にない場合

は、給油プラグを外しエンジンオイルを補給します。

使用オイル：☞ 43 ページ

エンジンオイル量：

	 オイルレベルゲージの上側の刻線まで

6.1.2	 エンジンオイル量の点検と補給

1.	エンジンのオイルレベルゲージを取外します。

6.1.3	 エンジン冷却水量の点検と補給

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

運転中およびエンジン停止直後にラジエータキ

ャップを開けると、熱湯が噴出してやけどをす

ることがありますので、キャップは冷却水が冷

めてから（エンジン停止後約 10 分程度）開け

てください。

1.	エンジンカバーを開けます。

2.	リザーバータンクにてエンジン冷却水量を目視点検

し、不足している場合はリザーブタンクより補給し

ます。

使用冷却水：☞ 43 ページ

　　　　　　（不凍液の混合：☞ 50 ページ）

冷却水量：☞ 43 ページ
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運転と操作

1.	走行クラッチレバーが「切」、駐車ブレーキレバーが「入」

の位置にあることを確認します。

2. 緊急停止スイッチが [ 運転 ] になっていることを確認し

ます。[運転 ]になっていない場合は右に回して[運転 ]
にします。

3.	変速レバーを「中立（ニュートラル）」の位置にします。

4.	フューエルコックを「開」の位置にします。

6.2	 始動のしかた

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

エンジンの始動は、必ず換気のよい場所で行っ

てください。
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6運転と操作

BY1203：

5.	ウインチ操作部のウインチクラッチ・ブレーキレバー

が「ウインチクラッチ：切、ウインチブレーキ：入」

の位置にあることを確認します。
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6運転と操作

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

ランプ類（表示灯、空引きモニタランプ）が約

２秒間点灯し、ホーンが「ピッ」と鳴ります。

ランプ類、ホーン等が正常であることを知らせ

るためのもので、異常ではありません。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	始動しない場合、５秒以上連続してセルモー

タを回さないでください。キーを「入」位置

に戻し、10 秒位休んでから再始動するよう

にしてください。

･	頻繁なセル始動はなるべく避け、セルモータ

を起動したら、しばらく連続運転して、バッ

テリを充電するようにしてください。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

エンジン回転中は、キースイッチを「始動」位置

に絶対に回さないでください。セルモータの破

損の原因になります。

9.	エンジンが始動したら、スロットルレバーを「低速」

の位置にし、３〜５分間暖機運転をします。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

購入後、最初の一週間（約 40 〜 50 時間）は、

慣らし運転期間として、過負荷をかけないよう

に控えめな運転を行ってください。

BY1204：

5.	ウインチ操作部のウインチレバーが中立の位置にある

ことを確認します。

6.	走行操作部のスロットルレバーを「高速」の位置にし

ます。

7.	エンジンキーを差し込み、「入」位置まで回し、オート

グロー（約 5秒間緑色モニターランプが点灯）にします。

8.	黄色モニターランプ消灯後、エンジンキースイッチを

「始動」位置まで回し、エンジンを始動させます。
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6 運転と操作

3.	変速レバーを前進（Ｆ１速〜Ｆ４速）または後進（Ｒ

１速〜Ｒ２速）の任意の変速位置に確実に入れます。（各

変速位置での走行スピードについては、第５章の「製

品仕様」を参照してください ｡☞ 14 ページ）

4.	駐車ブレーキレバーを「切」の位置にします。

5.	走行クラッチレバーを「入」の位置に倒し、発進させ

ます。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

走行クラッチレバーを急に倒すと、エンストす

る場合があります。

変速する場合）

6.	車体を停止させた後、本ページ１〜 3 の操作を行いま

す。（車体の停止のしかたについては、6.4『停止のし

かた』を参照してください。☞ 23 ページ）

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

走行中の変速はできません。必ず車体を停止さ

せてから変速操作を行ってください。

6.3	 運転のしかた

1.	車両の前後、左右の安全を確認します。

2.	走行クラッチレバーが「切」、駐車ブレーキレバーが「入」

の位置にあることを確認します。

 

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

変速（ギヤチェンジ）が不十分な場合、ギヤ抜

けのおそれがあり大変危険です。ギヤが入りに

くいときは、無理に入れずに、走行クラッチレ

バーを「入（発進）」側へ少し動かし、確実に

ギヤチェンジを行ってください。



右に旋回する場合：

7.	右側のサイドクラッチレバーを手前に倒します。

	 旋回半径は、サイドクラッチレバーを引く力（量）に

より、任意に変化させることができます。軽く引けば

緩旋回、強く引けば急旋回になります。

左に旋回する場合：

7.	左側のサイドクラッチレバーを手前に倒します。

	 旋回半径は、サイドクラッチレバーを引く力（量）に

より、任意に変化させることができます。軽く引けば

緩旋回、強く引けば急旋回になります。

（旋回する場合）
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警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

･	 左右両側のサイドクラッチレバーを同時に

操作すると急停車しますので、緊急の場合

を除き、左右のサイドクラッチレバーを同

時に操作しないでください。

･	 急斜面では、サイドクラッチの引き具合で、

車体がレバーを引いた方向と逆に挙動する

ことがありますので、注意してください。

 

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

急旋回すると、車体が転倒するおそれがありま

す。
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2.	走行クラッチレバーを「切」の位置にします。

3.	駐車ブレーキレバーを「入」の位置にします。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	緊急の場合は、走行クラッチレバーと駐車ブレ

ーキレバーを同時に、または左右のサイドクラ

ッチレバーを同時に手前へ引いてください。車

体は急停車します。なお、傾斜地では車体が浮

き上がることがありますので、十分注意してく

ださい。

・車体が運転席側または荷台側のどちらかに 60

度以上傾くと 3秒後にエンジンが停止します。

4.	エンジンキースイッチを「切」の位置に回し、エンジ

ンを停止させます。

5.	キーを抜き取ります。

6.	フューエルコックを閉じます。

6.4	 停止のしかた
6.4.1	 通常停止

1.	スロットルレバーを「低速」の位置にし、車体を減速

させます。
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6.4.2	 緊急停止

1.	緊急停止スイッチを押すと、エンジンが停止します。

緊急時に使用します。

2.	キースイッチを「切」の位置に回します。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

キースイッチを「入」のままにしておくと、バ

ッテリから各回路に電流が流れ続け、バッテリ

の上がりの原因になります。

3672M-0601-260
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6.5	 走行路の確保

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

本機の使用にあたっては、安全な走行路の確保

が必要です。下記の注意事項を遵守して、安全

な走行路を確保してください。

	 走行路の確保に関する注意事項

①	走行路は本機が安全に走行できる幅員とし、少なく

とも 1.4m 以上とし、走行路の曲線部は必要に応じ

て幅員を大きくしてください。

②	斜面を横断する走行路は切取り路面を原則とし、盛

土面については必要な補強措置をとってください。

③	走行路の勾配は、20°以下としてください。

④	木橋等は、本機の走行に十分耐えられる材料および

構造としてください。

⑤	走行路は、なるべく凹凸のないよう整地しておくと

ともに、根株、岩石等は走行に支障のないようにあ

らかじめ除去してください。

⑥	土場は土砂の崩壊、落石、流水等のおそれのない場

所を選定し、本機およびトラックの方向転換が安全

にできる広さを確保してください。

⑦	走行路を確保するための作業を行うときは、作業現

場の崩壊および浮石等の落下の防止に十分配慮して

ください。
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6.6.1	 巻ドラムの操作

1.	エンジンを始動し、ウインチ側のスロットルレバー

を使って、エンジン回転数を上げておきます。

2.	ウインチクラッチ・ブレーキレバーが「ウインチク

ラッチ：切、ウインチブレーキ：入」の位置にある

ことを確認します。

3.	空引きレバーが「解除」位置にあることを確認しま

す。

4.	ウインチ変速レバーを任意の変速位置に確実に入れ

ます。（ウインチ変速レバーが入りにくいときは、

ウインチクラッチ・ブレーキレバーを「クラッチ：入、

ブレーキ：切」の方向へ少し動かして変速してくだ

さい。）

正転：３段

逆転：２段

5.	ウインチクラッチ・ブレーキレバーを「ウインチク

ラッチ：入、ウインチブレーキ：切」の位置にし、

巻ドラムを作動させます。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	変速位置（段数）を変える場合は、ウインチ

クラッチ・ブレーキレバーを「ウインチクラ

ッチ切、ウインチブレーキ入」の位置に戻し

てから、再度変速操作をしてください。

6.6	 ウインチ操作（BY1203）

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

エンジン運転中はウインチワイヤに絶対に手を

触れないようにしてください。手を損傷・切断

するおそれがあります。

また手袋、ダブついた衣服での作業は巻き込み

の危険があるので、作業にふさわしい服装で作

業をしてください。

危 険

ウインチワイヤ

巻ドラム



–  27  –

6運転と操作

2.	空引きレバーを「入」の位置にし、ワイヤを引き出

します。

6.7	 ウインチ操作（BY1204）

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

エンジン運転中はウインチワイヤに絶対に手を

触れないようにしてください。手を損傷・切断

するおそれがあります。

また手袋、ダブついた衣服での作業は巻き込み

の危険があるので、作業にふさわしい服装で作

業をしてください。

6.7.1	 送信機の使用について

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

送信機を炎天下の車内などに放置しないでくだ

さい。送信機内部に故障が起こり、正常に作動

しなくなるおそれがあります。

使用範囲

	 送信機と本機間の電波使用可能距離は半径約 150m（直

線見通し距離）です。150m 以上の距離では送信機は使

用できません。

	 送信機の使用範囲は、使用環境によって異なります。

次のような場合は、電波の届く距離が上記の距離より

も短くなることがあります。

(1)	谷間より山側へ送信する場合

6.6.2	 ワイヤの空引き操作（BY1203）

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

巻ドラム作動中、および負荷がかかっていると

きは操作しないでください。

1.	ウインチクラッチ・ブレーキレバーが「ウインチク

ラッチ：切、ウインチブレーキ：入」の位置にある

ことを確認します。

3672M-0607-020

危 険

ウインチワイヤ

巻ドラム
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(3)	本機の集材方向およびアンテナの位置

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

アンテナをポールに近付けすぎると、電波の受

信が困難となります。

電気雑音について

	 磁気や電気雑音の影響を受けると、電波受信が困難と

なり、ウインチが作動しなくなることがあります。

電気雑音を出しやすいもの：

	 自動車やオートバイ、運搬車等でガソリンエンジン

を搭載した機械。（抵抗入点火プラグを装着してい

る機械を除く。）

6.7.2	 巻ドラムの操作（BY1204 無線操作）

1.　ウインチレバーを中立にします。

2.　エンジンを始動させます。

3.　無線モードスイッチを「ON」にします。

(2)	本機との間に山や建物がある場合

無線モードスイッチ



3672M-0607-060
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4.	送信機の電源スイッチを「ON」にします。　　

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	 送信機の電源スイッチを「ON」にするとホ

ーンが「ピッ・ピッ・ピッ」と 3回鳴ります。

（送信機と受信機の接続完了合図）　ホーン

が鳴らない場合は、もう一度送信機の電源

を入れ直してください。

･	 電池容量が十分な場合は、約２秒間点灯し

た後、約２秒間高速点滅します。点灯しな

い場合や 20 回（約 10 秒）の点滅後消灯す

る場合は、容量不足ですので、充電してく

ださい。（☞ 61 ページ）

5.	送信機のドラムスイッチを正転側に一度倒すと、巻

き取りを開始します。（ホーン音：ピッ）再度、正

転側か逆転側のいずれかに一度倒すと巻取りを停止

します。（ホーン音：ピッピッ）

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	 ウィンチ巻取り開始時は、自動的にエンジ

ン回転数が上がります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

･	 ウインチ巻取り時（副変速高速の場合）、巻取

り能力以上の負荷がかかった場合は、HST 保護

のため、ホーン連続音にて警告します。（ホー

ン音：ピー）

･	 地況によっては電波受信が困難なため、正

しく受信できず巻取りを中断するときがあ

ります。その場合は送信機のドラムスイッ

チを 2回倒してください。

6.　巻取り操作状態で、送信機の巻取り速度調整ボリ

ュームにて巻取り速度を調整します。また、巻取り

操作状態で、送信機の空引きスイッチを空引き側に

倒す毎にエンジンの回転数を段階的に最高回転まで

上げることができます。

7.　送信機のドラムスイッチを逆転側に倒している間

のみ繰り出し状態となります。

　　（ホーン音：開始時ピッ、停止時ピッピッ）

3.　副変速レバーを高速の位置に確実に入れます。

3672M-0607-070

3672M-0607-050

3672M-0607-060
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6.7.4	 巻ドラムの操作（BY1204 手動操作）

1.	ウインチレバーを中立にします。

2.　エンジンを始動させます。

3.　ウインチレバーを正転側に倒すと巻取り、逆転側

に倒すと繰り出します。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	 ウインチ巻取りおよび繰り出し開始時は、自動的にエンジン回転が上がります。

･	 ウインチ巻取り時（副変速高速の場合）、巻取り能力以上の負荷がかかった場合は、HST 保護の

ため、ホーン連続音にて警告します。（ホーン音：ピー）
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6.7.3	 ワイヤの空引き操作（BY1204 無線操作）

1.	ウインチが巻取りおよび繰り出しの状態でないこと

を確認します。

2.	送信機の空引きスイッチを空引き側に 0.5 秒以上倒

すと空引き状態になります。（表示灯が点灯、ホー

ン音：ピッ）

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

･	 ウインチ巻取り状態で、一定以上の負荷が

あった場合は、上記の操作をおこなっても

（ワイヤに張力があると判断し空引き状態に

なりません。（ホーン音：ピッピッピピー）

この場合、空引き状態にするにはドラムス

イッチを逆転側に倒してワイヤの張力をフ

リーにすると空引き状態にできます。

･	 外気温が低い場合やエンジン始動直後など

は、空引き操作しても空引き状態にならな

い場合があります。この場合、十分に暖気

運転を行った上でドラムスイッチを「逆転」

側に倒し、その後「空引き」側へ操作する

ことで空引き状態にすることが出来ます。

･	 ウインチ正転 ( 巻取り ) 時、車体が運転席側に

10 度以上または荷台側に 15 度以上傾くとウイ

ンチ正転 ( 巻取り ) を停止し、ホーン高速断続

音 ( ホーン音：ピピピピ…) にて警告します。

ホーン高速断続音 ( ホーン音：ピピピピ…) 警

告中は、ウインチ正転 ( 巻取り ), 空引き操作

は禁止され、ウインチ逆転 ( 繰出し ) のみ操作

可能となります。車体が傾斜から復帰 (7 度未

満 ) した場合、ウインチ正転 ( 巻取り ), 空引

き操作は可能とになります。

3672M-0607-080
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3.	ウインチレバーを正転および逆転側に倒すと空引き

解除になります。

空引きスイッチ

6.7.5	 ワイヤの空引き操作（BY1204 手動操作）

1.	ウインチが巻取りおよび繰り出しの状態でないこと

を確認します。

2.	空引きスイッチを「ON」にすると空引きになります。

（空引きスイッチ点灯、表示灯点灯）

 

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

	 ウインチ巻取り状態で、一定以上の負荷が

あった場合は、上記の操作をおこなっても

空引き状態になりません。（ワイヤに張力が

あると判断）この場合、空引き状態にする

にはウインチレバーを逆転側に倒してワイ

ヤの張力をフリーにし、再度上記操作をす

ると空引き状態にできます。
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	 ウインチのみで地引きするとき

作業荷重：800kg 以下

	 ウインチとポール使用時

作業荷重：300kg 以下

6.8	 作業のしかた

6.8.1	 集材作業

･	 荷掛け

	 作業は材を安定させ、重なり合っている材は上の材から順次荷掛けを行ってください。

･	 木寄せ

 
警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

･	ウインチで材を引き寄せるときは、本機を立木や伐根にワイヤロープ等で

しっかりと固定してください。( 注意：車両を固定しない場合は、重大な

事故につながる恐れがあります。)

･	ウインチとポールを用いて材を引き寄せるときは、本機の転倒を防止する

ため、ポールの上部に控えのロープを取付けてください。

･	直引きによる木寄せ作業は、ウインチの巻き込み方向と材の引寄せ方向が

同一になるようにしてください。ただし急斜面において材の引上げまたは

引下げを行う場合は ､ガイドブロック等を用いて安全を確保してください ｡

･	材を引き寄せるときは伐根、立木等の障害物を避けるように作業を行って

ください。

･	ウインチと立木につけたガイドブロックは必ず正対させてください。

 

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

横引き禁止： 

材はポールの方向と材の引き寄せ方向が同一になるようにしてください。 

横引きは絶対に行わないでください。 

横引きを行うとポールが変形する恐れがあります。

フックポイント

3672M-0608-010

フックポイント

3672M-0608-020

ワイヤー
ワイヤー

ポール

ポール
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3. ＜ BY1203 ＞ウインチ変速を逆転１速にし、ウインチクラ
ッチ・ブレーキレバーを「クラッチ入、ブレーキ切」にし、

材を荷台に降ろします。

　＜ BY1204 無線操作＞送信機のドラムスイッチを逆転側に

し、材を荷台に降ろします。

　＜ BY1204 手動操作＞ウインチレバーを逆転側にし、材を

荷台に降ろします。

4.	さらに材の先端部のワイヤが外れるくらいまでワイヤを緩め、
    ＜ BY1203 ＞ウインチクラッチ・ブレーキレバーを「クラッチ切、

ブレーキ入」にして、材の先端部のワイヤを外します。

    ＜ BY1204 無線操作＞送信機のドラムスイッチで「逆転」を解

除し、材の先端部のワイヤを外します。

   ＜ BY1204 手動操作＞ウインチレバーを「逆転」にし、材の先端

部のワイヤを外します。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

図示区域内には絶対に立ち入らないでくださ

い。材が転落するおそれがあり、大変危険です。

5.	＜ BY1203 ＞ウインチ変速を正転にし、ウインチクラッチ・ブ
レーキレバーを「クラッチ入、ブレーキ：切」にします。

　　＜ BY1204 無線操作＞送信機のドラムスイッチを「正転」にします。

　　＜ BY1204 手動操作＞ウインチレバーを「正転」にします。

6.	材がサイドポールを超えた時点で、
　＜ BY1203 ＞ウインチクラッチ・ブレーキレバーを「クラ

ッチ切、ブレーキ入」にします。

　＜ BY1204 無線操作＞送信機のドラムスイッチを正転側又は逆転

側のいずれかに一度倒し「正転解除・中立」にします。

　＜ BY1204 無線操作＞ウインチレバーを「中立」にします。

･	 積み込み

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

ウインチを使用して積み込む場合、ウインチ操

作者は荷掛け作業者と交互に緊密な連絡を取り

合って作業してください。

1.	巻ドラムのワイヤを目標材まで引き出し、材の中央部と先端部
（材の端から５〜 10cm）に荷掛けし、木寄せを行います。（中央

部の荷掛け位置は、先に荷台へ載る側がやや重めになるように

しておくと、作業がしやすくなります。）

2.	材が本機まで寄ってきたらトビ等を使い、材が他の材に
引っかからないようにしながら、木口が荷台に完全に載

る位置までワイヤを巻き、

　＜ BY1203 ＞ウインチクラッチ・ブレーキレバーを「ク　

ラッチ切、ブレーキ入」にします。

　＜ BY1204 無線操作＞送信機のドラムスイッチを正転側又は逆　　　　　

転側のいずれかに一度倒し「正転解除、中立」にします。

　＜ BY1204 手動操作＞ウインチレバーを中立にします。

（このイラストは真上から見た状態を示す）
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7.	＜ BY1203 ＞ウインチ変速を逆転１速にし、ウインチクラッ

チ・ブレーキレバーを「クラッチ入、ブレーキ切」、材を荷

台中央部へ積み込みます。

　＜ BY1204 無線操作＞送信機のドラムスイッチを「逆転」

にし材を荷台中央部へ積み込みます。

　＜ BY1204 手動操作＞ウインチレバーを「逆転」にし、

材を荷台中央部へ積み込みます。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

材に荷掛けしたワイヤを取外すとき、材の重み

でワイヤが外れず、ウインチ変速の正転１速に

て外す場合は、矢印方向（左上図参照）に材が

回転するように、あらかじめ荷掛けをして、材

が荷台から転落しないように注意してくださ

い。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	積載はサイドポールに接した最上段の材の直

径の約３分の１以上がサイドポールの先端か

ら出ないように積み込んでください。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

･	材は重心を低くし、かつ偏荷重が生じないよ

うに積載し、積み荷を安定させてください。

	 下り勾配時は後荷、登り勾配時は前荷になる

よう前後の重心を調整して積み込んでくださ

い。

サイド
ポール

最上部

径の    以上出ないこと

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	車体に平均した荷重がかかるように積み、上

部は崩れにくいカマボコ形にします。

1/3
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･	 荷降ろし

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	 荷縛りの解き外しは、材の転落のおそれの

ある区域に人がいないことを確認してから

行ってください。

･	 荷降ろしは荷の上部から順に行い、中抜き

はしないでください。

･	 荷降ろし中は、材の転落のおそれのある区

域には立ち入らないようにしてください。

1.	ロック金具を外し、ロックレバーを引くと自動的に

サイドポールが外れます。

2.	ウインチにてワイヤ等を使用し、荷台中央部を引き

上げれば、荷台上に材を残すことなく、容易に荷降

ろしすることができます。

油圧ダンプ仕様

1.	ロックプレートを解除し、ダンプレバーを「　　」

に位置に入れます。

　

･	 荷締め

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

サイドポールは、荷降ろしの際、下敷きになら

ないよう、また積み荷の固定のためにも必ず荷

締め機等で締め込んでください。

（サイドポール使用時に荷締めをしていないと、

ロックレバーの解除が異常に重かったり、サイ

ドポールがはずれない等のおそれがあります。）
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3.	サイドポールを取付けるときは、サイドポールをサ

イドポールフタで取付け、プレートで仮固定してお

きます。

4.	荷降ろし終了後、ダンプレバーを「　　」の位置にし、

荷台中央部をもとの位置に戻します。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

荷台中央部を下降させる時は荷台下に人および

異物等がないことを確認してください。

5.	最後にロックプレートでレバーを固定してくださ

い。

6.8.2	 ワイヤの通し方

ウインチとポールを使用する場合（乱巻防止装置）

1.	シャフトを止めているＲピンと座金を取外し、シャ

フトを取外します。

2.	ワイヤを巻ドラムからローラに掛け、ポールの滑車

へ通します。

　荷台中央部が図示のように上昇し、材を容易に荷降ろし

　することができます。



低い

高い

外側 内側
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･	 サイドアームＡの調整は、アームを動かす

ごとに必ず行ってください。乱巻防止装置

が機能しないことがあります。

･	 ワイヤは必ずアームとサイドアームＡの両

方の滑車を通して使用してください。滑車

１個だけでの使用は、サイドアームＡが抜

けることがあります。

･	 荷台に積み込んだ材の高さによって滑車の

位置を調整すると安全に作業を行えます。

材の高さがサイドポールより十分低い時は

外側の位置、材の高さがサイドポールの高

さに近くなったら内側の位置を使用します。

ウインチのみ使用する場合

1.	巻ドラムよりワイヤを引き出して使用してくださ

い。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

この場合、乱巻防止装置は作動しません。

3.	シャフトを元のように座金とＲピンで取付ます。

4.	アームに付いている止めネジを緩め、サイドアーム

Ａをワイヤが巻ドラムの中央延長線上にくる位置ま

でスライドし、止めネジで固定します。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

サイドアームＡ

滑車

止めネジアーム

ポール
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ワイヤの取付方法

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

ワイヤをドラムに巻きつけるとき、最初の一段

を強く張って平均的に巻いておくと、これが基

礎になり次の段からは正確に巻くことができま

す。最初から不整に巻くと、一方だけに重なっ

たり、食い込んだりして、著しい摩耗を起こし、

押しつぶされてワイヤの寿命を縮めることにな

ります。

	 左図のように巻ドラムにワイヤを差し込み、付属の六

角穴付止めネジを締め付け、ワイヤが抜けないように

してから巻き込んでください。

※	六角穴付止めネジを締め付けるために六角棒スパナ

（呼び４mm）が必要です。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	ワイヤロープは、次のいずれかに該当するも

のを使用しないでください。

(1)	ワイヤロープ１よりの間において、素線

（フィラ線を除く）の数の 10 分の１以上

切断しているもの。

(2)	直径の減少が公称径の７パーセントを越

えるもの。

(3)	キンク（もつれ）したもの。

(4)	著しい形くずれまたは腐食のあるもの。

･	ワイヤロープは最大に引き出した場合、ドラ

ムに二段巻以上残すことができる長さとして

ください。

･	フック等については、接合部が受ける荷重に

よって破壊するおそれのないワイヤロープで

確実に取付けてください。

6.8.3	 ワイヤロープの取扱い

使用ワイヤの寸法

	 巻ドラムに使用するワイヤは、８mm から９mm 程度を使

用してください。

	

　ワイヤ切断荷重は下表の通りです。

	 	 ８mm	 ９mm

	 １号	 3420 kg	 4330 kg

	 ３号	 3240 kg	 4110 kg

六角穴付止めネジ
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7.	 保守（お手入れ）

7.1	 定期点検表

	 点検や整備を怠ると事故の原因となることがあります。製品の正常な機能を維持し、いつも安全な

状態で運転または作業をするために、下表を参考に点検を行ってください。

	 年次点検は１年に１回、月例点検は１ヶ月に１回、始業点検は作業を開始する前に毎日、点検を行

なうようにしてください。

 
警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

下表の点検内容の中には、専門的な知識を必要とするものや所

定の工具や計器が必要なものが含まれています。ユーザー自身

で実施できない点検内容については、販売店（当社センター）

へ依頼してください。

項 目 点 検 内 容

点検時期

備 考始
業

月
次

年
次

　

原

動

機

　

本

体

始 動 性
･ エ ン ジ ン の か か り 具 合 
および異音の有無を調べる。

始動が容易で、異音が
ないこと。

○ ○ ○

回転の状態

･アイドリング時および無負荷
最高回転時の回転数を調べる。 
また､回転が円滑に続くか調べ
る｡

正規の回転数であるこ
と。回転が円滑に続く
こと。 ○ ○

販売店へ点検を依頼して

ください。

･エンジンを加速した時、ス
ロットルレバーの引っ掛かり、
エンジン停止およびノッキン
グの有無を調べる。

引っ掛かり、エンジン
停止またはノッキング
がないこと。 ○ ○ ○

排気の状態

･エンジンを十分に暖気した状
態で、アイドリング時から高
速回転時まで排気色および排
気音の異常の有無を調べる。

排気色および排気音が
正常であること。

○ ○ ○

･排気管、マフラ等からのガス
漏れの有無を調べる。

ガス漏れのないこと。
○ ○

エ ア

ク リ ー ナ

･ケースの亀裂、変形およびふ
た部、接続管の緩みの有無を
調べる。

ケースの亀裂、変形ま
たはふた、接続管に緩
みがないこと。

○ ○

･エレメントの汚れおよび損傷
の有無を調べる。

著しい汚れまたは損傷
がないこと。

○ ○ 清掃／交換：☞51ページ

締 付 け

･シリンダヘッドおよびマニ
ホールドの締付け部のボルト
およびナットの緩みの有無を
調べる。

＊これらの部分からガス漏れや
水漏れが認められない場合は、
この検査を省略してもよい。

緩みがないこと

○
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項 目 点 検 内 容

点検時期

備 考始
業

月
次

年
次

　

原

動

機

　

本

体

弁 隙 間

･弁隙間を調べる。
＊弁隙間の以上による異音がな
く、エンジンが円滑に回転し
ている場合は、この検査を省
略してもよい。

正規の弁隙間であるこ
と。

○
販売店へ点検を依頼して

ください

圧 縮 圧 力

･圧縮圧力を調べる｡
＊アイドリング時および加速時
の回転状態ならびに排気の状
態に以上がなければ、この検
査を省略してもよい。

正規の圧縮圧力である
こと。

○
販売店へ点検を依頼して

ください。

エ ン ジ ン

マ ウ ン ト

･エンジンベースの亀裂および
変形の有無を調べる。

亀裂または変形がない
こと。

○ ○ ○

･取付けボルトおよびナットの
緩みおよび脱落の有無を調べ
る。

緩みまたは脱落がない
こと。 ○ ○ ○

･防振ゴムの損傷および劣化の
有無を調べる。

損傷または劣化がない
こと。

○ ○ ○

潤 滑 装 置

･油量および油の汚れを調べる。
油量が適正で著しい汚
れがないこと。

○ ○ ○ 点検／交換：☞45ページ

･ヘッドカバー、オイルパン、
パイプ等からの油漏れの有無
を調べる。

著しい油漏れがないこ
と。 ○ ○ ○

･オイルフィルタの汚れおよび
損傷の有無を調べる。

著しい汚れまたは損傷
がないこと。

○ 清掃：☞52ページ

燃 料 装 置

･燃料タンク、噴射ポンプ、
ホース、パイプ等からの燃料
漏れの有無を調べる。

燃料漏れのないこと。
○ ○ ○

･燃料ホースの損傷および劣化
の有無を調べる。

損傷または劣化がない
こと。

○ ○

･燃料フィルタエレメントの汚
れおよび詰まりの有無を調べ
る。

著しい汚れまたは詰ま
りがないこと。 ○ ○ 清掃：☞52ページ

･噴射ノズルの噴射圧力および
噴霧状態の異常の有無を調べ
る。

＊アイドリング時および加速時
の回転状態ならびに排気の状
態に異常がなければ、この検
査を省略してもよい。

正規の噴射圧力であり、
噴霧が正常であること。

○
販売店へ点検を依頼して

ください。

冷 却 装 置

･冷却水の量および汚れの有無
を調べる。

○ ○ ○ 点検／補給：☞50ページ

･ラジエータ、エンジン本体、
ウォーターポンプ、ホース等
からの水漏れの有無およびラ
ジエータのフィン目詰りの有
無を調べる。

○ ○ 点検／清掃：☞52ページ

･ホースの損傷および劣化の有
無を調べる。

○ ○ ○

･ラジエータキャップのバルブ
機能の適否を調べる。

○
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項 目 点 検 内 容

点検時期

備 考始
業

月
次

年
次

　

原

動

機

　

冷 却 装 置

･ラジエータキャップのバルブ
シート面の損傷の有無を調べ
る。

損傷がないこと。
○

･ベルトの摩耗および損傷の有
無を調べる。

著しい摩耗または損傷
がないこと。

○

･冷却ファン、カバー、ダクト
等の亀裂、損傷および変形の
有無を調べる。

亀裂、損傷または著し
い変形がないこと。 ○

･冷却ファン、カバー等の各取
付けボルトおよびナットの緩
みの有無を調べる。

緩みのないこと。
○

電

気

装

置

オルタネータ

駆 動 ベ ル ト
･ベルトの張りを調べる。

基準値内であること。
○

バ ッ テ リ

･電解液の量が規定の範囲にあ
るか調べる。

規定範囲にあること。
○ ○ 点検／清掃：☞51ページ

･端子部の緩みおよび腐食の有
無を調べる。

緩みまたは著しい腐食
がないこと。

○ ○

配 線
･接続部の緩みの有無を調べる。 緩みがないこと。 ○ ○

･配線の損傷の有無を調べる。 損傷がないこと。 ○ ○

動

力

伝

達

装

置

走行クラッチ

･アイドリング状態でクラッチ
を切り、異音の有無を調べる
と共にトランスミッションを
変速しクラッチの切れ具合を
調べる。

異音がなくクラッチが
完全に切れること。

○ ○ ○ 調整：☞54ページ

･クラッチを徐々に接続して発
進の具合を調べる。

滑りがなく接続が円滑
であること。

○ ○ ○ 調整：☞54ページ

Ｖ ベ ル ト

･亀裂、損傷および汚れの有無
を調べる。

亀裂、損傷がなく油脂
類の付着がないこと。

○ ○ 点検：☞53ページ

･ベルトの張り具合を調べる。 適正な張りであること。 ○ ○

ト ラ ン ス

ミ ッ シ ョ ン

･変速レバーを前進および後進
状態にして駆動し、作動状態
ならびにギヤ抜け、異音およ
び異常発熱の有無を調べる。

正常に作動し、ギヤ抜
け、異音または異常発
熱がないこと。 ○ ○ ○ 点検／交換：☞46ページ

･ケース内の油量を調べる。 油量が適正であること。 ○ ○ 点検／交換：☞46ページ

･油の汚れを調べる。 著しい汚れがないこと。 ○ ○

･ケース周辺からの油漏れの有
無を調べる。

油漏れのないこと。
○ ○

サ イ ド ク

ラ ッ チ

･走行してサイドクラッチレ
バーを操作した時、異音がな
く確実に作動するか調べる。

異音がなく確実に作動
すること。 ○ ○ ○

･レバーを操作し、遊びおよび
引きしろの適否を調べる。

遊びおよび引きしろが
適正であること。

○ ○ ○ 調整：☞56ページ

･レバーを操作し、ロッド、リ
ンク、軸受部および接続部の
ガタならびに各ピンの錆付き
の有無を調べる。

ガタまたは錆付きがな
いこと。

○ ○
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項 目 点 検 内 容

点検時期

備 考始
業

月
次

年
次

走

行

装

置

スプロケット

遊 動 輪

転 輪

支 持 転 輪

･亀裂、変形および摩耗の有無
を調べる。

亀裂、変形または著し
い摩耗がないこと。

○ ○ ○

･走行して軸部の異音および異
常発熱の有無を調べる。

異音または異常発熱が
ないこと。

○ ○ ○

･取付けボルトおよびナットの緩
みおよび脱落の有無を調べる。

緩みまたは脱落がない
こと。

○ ○ ○

･軸部周辺からの油漏れの有無
を調べる。

油漏れがないこと。
○ ○ ○

ク ロ ー ラ

･スチールコードの切断および
損傷の有無を調べる。

切断または著しい損傷
がないこと。

○ ○ ○

･ゴムの欠け、劣化および摩耗
の有無を調べる。

著しい欠け、劣化また
は摩耗がないこと。

○ ○ ○

･芯金の脱落および折れの有無
を調べる。

芯金の脱落がないこと。
○ ○ ○

･クローラの張り具合を調べる。
緩みまたは張り過ぎが
ないこと。

○ ○ ○ 調整：☞57ページ

ク ロ ー ラ

張 り ボ ル ト

･張りボルトの変形、腐食の有
無を調べる。

変形、腐食がないこと。
○ ○

制

動

装

置

ブ レ ー キ

･機械を走行させてブレーキの
効き具合を調べる。

効き具合が適正である
こと。

○ ○ ○ 調整：☞55ページ

･機械を無負荷状態で1/5勾配の
床で停止の状態に保持できる
か調べる。

効き具合が適正である
こと。 ○ ○ ○ 調整：☞55ページ

･レバーを反復させて引き力お
よび戻り具合を調べる。

引き力または戻り具合
が正常であること。

○ ○ ○

ロ ッ ド 、

リ ン ク お よ

び ワ イ ヤ 類

･ロッド、リンクおよびワイヤ
類の損傷ならびに取付け部の
緩みの有無を調べる。

損傷または緩みがない
こと。 ○ ○ ○

･レバーを反復させて引き力お
よび戻り具合を調べる。

連結部の緩みまたはガ
タ、割ピンの欠損のな
いこと。

○ ○ ○

車

体

・

警

報

装

置

車体、カバー
･車体およびカバーの亀裂、変
形およびボルト、ナットの緩
み、脱落の有無を調べる。

亀裂、変形およびボル
ト、ナットの緩み、脱
落のないこと。

○ ○

手 す り
･変形および損傷がないか調べ
る。

変形および損傷がない
こと。

○

座 席
･取付ボルト、ナットの緩み、
脱落がないかを調べる。

緩み、脱落がないこと。
○

ホ ー ン
･正常に作動し、取付部に緩み
がないか調べる。

正常に作動し、異音が
ないこと。

○ ○ ○

作

業

装

置

ウ イ ン チ

･正常に作動し、作動中に異音
がないか調べる。

正常に作動し、取付部
に緩みがないこと。

○ ○ ○

･油量および油の汚れについて
調べる。

油量が適正で汚れのな
いこと。

○ ○ 点検／補給：☞47ページ

作業機レバー
･レバーが正常に作動し、緩み、
摩耗、変形がないか調べる。

正常に作動し、緩み、
摩耗、変形がないこと。

○ ○ ○

ワイヤロープ
･摩耗、キンク、素線の切断、
腐食等がないか調べる。

摩耗、キンク、素線の切
断、腐食等がないこと。

○ ○ ○

ポ ー ル
･著しい損傷、変形または吊り
上げ時の異音（キシミ音）が
ないか調べる。

著しい損傷、変形また
は吊り上げ時の異音が
ないこと。

○ ○ ○
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7.2	 給油、給水、給脂、注油一覧表

項 目 補 給 （ 交 換 ） 時 期 推 奨 品 容 量 参照ページ

燃料 随時 軽油 7.5 ℓ ☞ 16ページ

エンジンオイル 補給：毎日点検し、

　　　不足時に補給

交換：

　初回：20時間

　2回目以降：50時間毎

ディーゼルエンジンオイル

SAE 10W-30（CD級以上）

1.9 ℓ ☞ 45ページ

トランスミッション

オイル

初回：50時間目

2回目以降：500時間毎

ギヤオイル（M80B）

※湿式ディスクブレーキに適した

ものを使用してください。

3.0 ℓ ☞ 46ページ

ウィンチミッション

オイル

初回：50時間目

2回目以降：500時間毎

ギヤオイル

  
（

 API分類 GL4または5
 ）

     SAE分類 #80

1.5 ℓ ☞ 46ページ

転輪、支持転輪、

遊動輪、

転輪取付ピン

6ヶ月毎

※購入後、半年は給脂

不要

シャーシグリース

ー ☞ 48ページ

各摺動部 6ヶ月毎

※購入後、半年は注油

不要

ギヤオイル

  
（

 API分類 GL4または5
 ）

     SAE分類 #80

ー ☞ 48ページ

エンジン冷却水 毎月点検し、不足時に

補給

不凍液混合水
2.0 ℓ ☞ 50ページ

バッテリ液 毎月点検し、不足時に

補給

蒸留水
ー

パワーパッケージ

オイル

100時間毎に点検し、不

足時に補給

タービン油

  
（

 ISO：VG32
 ）

     ISO：#90

1.2 ℓ

HSTオイル 500HR SAE 10W-30（CD級以上）
☞ 47ページ
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7.3	 消耗品（交換部品）一覧表

7.3.1	 本機

7.3.2	 送信機

項 目 部 品 番 号 交 換 時 期 個 数 参 照 ペ ー ジ

エアクリーナ

エレメント

36720206000 50時間毎（毎週）に点検

し、不具合があれば交換。
1 ☞ 51ページ

フューエルフィルタ 37140051400 200時間毎（毎月）に点検

し、不具合があれば交換。
1 ☞ 52ページ

Ｖベルト 08521300062（走行）

08521300056（ウインチBY1203)

08521300049（ウインチBY1204)

08521300041（油圧）

不具合があれば交換。
３種類

（走行２、
ウインチ１、
油圧１）

交換については

販売店へ依頼し

てください。

ブレーキ

（ウインチ

ミッション）

73069901000（BY1203)

73184305000（BY1204)

不具合があれば交換。

1

交換については

販売店へ依頼し

てください。

ブレーキディスク

（走行ミッション）

73074106001（ディスクコンプ)

73104012000

　　　　　（スチールプレート)

不具合があれば交換。

（スチールプレートはその都度、

ディスクは2回に1回の割合）

各１セット
（セットで

交換）

交換については

販売店へ依頼し

てください。

クラッチディスク

（走行ミッション）

73052011300

　　　　　（フェーシングAssy)

不具合があれば交換。 各１セット
（セットで

交換）

交換については

販売店へ依頼し

てください。

バッテリ 3706051000

36720554000（ダンプ仕様)

不具合があれば交換。
1 ☞ 51ページ

クローラ 36512005000 不具合があれば交換。

2

交換については

販売店へ依頼し

てください。

オイルフィルタ

カートリッジ

37140052800 初回：50時間目

2回め以降：200時間毎
1 ☞ 52ページ

前照灯バルブ 36720539100 不具合があれば交換。
1

上記以外で点検上交換

が必要と思われる部品

販売店へお問い合わせくだ

さい。
－ －

項 目 部 品 番 号 交 換 時 期 個 数 参 照 ペ ー ジ

バッテリ 36520333000 正しく充電して使用しても

使用時間が著しく短くなっ

た場合

（充放電能力：約500回）

1
（予備バッテ
リ 1個付属）

☞ 61ページ

ゴムキャップ 36520318500（黒）

破損（穴あき）
1 交換については販

売店へ依頼してく

ださい。
36720412000（赤）

1
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7.4.1	 エンジンオイル

点検／補給

1.	オイルレベルゲージを取外します。

2.	エンジンオイル量および汚れを目視点検し、規定量

でない場合および汚れがひどい場合は、エンジンオ

イルを給油プラグより補給、または交換します。

使用オイル：☞ 43 ページ

オイル量：

	 オイルレベルゲージの上側の刻線まで

3.	給油プラグを取付けます。

7.4	 給油

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

給油がおろそかになると、回転が円滑に行われ

ないばかりでなく、故障の原因となりエンジン

の寿命を短くしますので、常に指定の良質オイ

ルを過不足なく給油してください。

交換

1.	オイルを抜取る適当な受け皿およびドレーン受けを

用意し、カバーを取外します。

2.	オイルドレーンプラグを取外し、クランクケース内

のオイルを排出します。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

オイル高温時には火傷のおそれがあります。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

廃油は適切な処理をしてください。

3.	オイルドレーンプラグを取付けます。

4.	給油プラグを取外し、指定のオイルを注入します。

　（上記「点検／補給」を参照）
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7.4.2	 トランスミッションオイル

点検／補給

1.	荷台中央部の作業扉を開けます。

2.	給油プラグを取外します。

3.	オイル量および汚れについて目視点検し、オイルが

不足している場合および汚れがひどい場合は、補給

または交換します。

使用オイル：☞ 43 ページ

4.	給油プラグを取付けます。

交換

1.	オイルを抜取る適当な容器を用意します。

2.	ドレーンプラグを取外し、オイルを抜取ります。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

オイル高温時には火傷のおそれがあります。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

廃油については適切な処理をしてください。

3.	ドレーンプラグを取付けます。

4.	給油プラグを取外し、指定のオイルを注入します。

（上記「点検／補給」を参照）

7.4.3	 ウインチミッションオイル（BY1203,BY1204）

点検／補給

1.	ウインチレバーのカバーを外します。

　   2.	給油プラグを取外します。

3.	オイル量および汚れについて目視点検し、オイルが

不足している場合および汚れがひどい場合は、補給

または交換します。

(BY1203)

(BY1204)
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使用オイル：☞ 43 ページ

4.	給油プラグを取付けます。

交換

1.	オイルを抜取る適当な容器を用意します。

2.	ドレーンプラグを取外し、オイルを抜取ります。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

オイル高温時には火傷のおそれがあります。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

廃油については適切な処理をしてください。

3.	ドレーンプラグを取付けます。

4.	給油プラグを取外し、指定のオイルを注入します。

（上記「点検／補給」を参照）

7.4.4	 ウインチ HST オイル（BY1204）

点検／補給

1.	ウインチレバーのカバーを開けます。

2.　HST オイルタンクの HST オイル量を点検し、規定量

にない場合はオイルタンクのキャップを開け、HST

オイルを補給します。

使用オイル：☞ 43 ページ

HST オイル量：上限ラインまで

交換

1.	オイルを抜取る適当な容器を用意します。

2.	ドレンプラグを取外し、オイルを抜取ります。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

オイル高温時には火傷のおそれがあります。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

廃油については適切な処理をしてください。

3.	ドレーンプラグを取付けます。

4.	給油プラグを取外し、指定のオイルを注入します。

（上記「点検／補給」を参照）

　
HST オイル：10W-30
  ドレン位置：図示

　　　　   交換インターバル：500HR  3672M-0704-120

ドレンプラグ
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7.5.2	 各摺動部

1.	市販の手動式グリースポンプまたはエア式グリース

ポンプを使用して図示箇所に給脂します。

使用グリース：☞ 43 ページ

	 参考：

･	手動式のグリースポンプを使用の場合は５〜６回

突いてください。途中でポンプハンドルが重くな

ったら、直ちに給脂を中止してください。エア式

7.5	 給脂・注油

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

給脂および注油がおろそかになると、焼き付き

や錆付きの原因となり、回転や作動が円滑に行

われないおそれがありますので、定期的に給脂

および注油を行ってください。

7.5.1	 転輪、遊動輪、支持転輪、転輪取付ピン

1.	市販の手動式グリースポンプまたはエア式グリース

ポンプを使用して図示箇所に給脂します。

使用グリース：☞ 43 ページ

	 参考：

･	手動式のグリースポンプを使用の場合は５〜６回

突いてください。途中でポンプハンドルが重くな

ったら、直ちに給脂を中止してください。エア式

のグリースポンプを使用の場合は２〜３秒で十分

です。

･	転輪は外側の袋ナットを外し、付属のグリースニ

ップルをスパナで締め付けて各転輪に給脂を行っ

てください。給脂後はグリースニップルを外し、

元のように袋ナットを確実に締め付けてくださ

い。

のグリースポンプを使用の場合は２〜３秒で十分

です。

転輪取付ピン 転輪

支持転輪

遊動輪
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2.　図示箇所に注油します。

使用オイル：☞ 43 ページ
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7.6	 給水
7.6.1 エンジン冷却水

点検／補給

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

運転中および停止直後、注水口のキャップを開

けると、熱湯が噴出してやけどをすることがあ

りますので、キャップは冷却水が冷めてから（エ

ンジン停止後約 10 分程度）開けてください。

1.	エンジンカバーを開けます。（☞ 17 ページ）

2.	エンジン冷却水量をリザーブタンクで目視点検し、

不足している場合はエンジン冷却水をリザーブタン

クより補給します。

冷却水量：☞ 43 ページ

不凍液の混合について（参考）

	 本製品は工場出荷時に不凍液 40％混合済の冷却水を充

填しています。冷却水の凍結を防ぐため、使用する地

域の最低気温を元に下表の割合で不凍液を混合してご

使用ください。
※使用温度は最低気温より５℃低い値を示す。

2.　図示箇所に注油します。

使用オイル：☞ 43 ページ

2. クローラがシャフト上をスムーズに動く様に注油し

てください。

使用温度 混合割合 使用温度 混合割合

-10℃ 30% -30℃ 50%
-15℃ 35% -35℃ 55%
-20℃ 40% -40℃ 60%
-25℃ 45%
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7.7	 清掃

7.7.1	 エアクリーナエレメント

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	 エアクリーナエレメントの汚れがひどくな

ると、エンジンの始動不良、出力不足、エ

ンジンの寿命低下を引起こすため、定期的

（50 時間運転毎）に清掃するよう心掛けてく

ださい。

･	 エアクリーナエレメントは付属の「エンジ

ン取扱説明書」を参照して、正しく清掃を

行ってください。

清掃／交換

1.	エアクリーナカバーを取外します。

2.	エアクリーナエレメントを取外します。

3.	付属の「エンジン取扱説明書」を参照して、エアク

リーナエレメントを清掃します。

7.6.2	 バッテリ液

点検／補給

1.	荷台中央部の作業扉を開けます。（☞ 46 ページ）

2.	バッテリ液の量を目視点検し、必要な場合はバッテ

リ液を補給します。

バッテリ液量：基準線（上および下）の間

バッテリ液：蒸留水

交換

1.	冷却水を抜取るための適当な容器を用意し、カバー

を取外します。

2.	ラジエータ下部のドレーンコックを「閉」から「開」

の位置にします。

3.	冷却水を抜取ります。

4.	ドレーンコックを「開」から「閉」にし、冷却水を

補給します。（上記「点検／補給」を参照）
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7.7.3	 ラジエータ

1.	エンジンカバーを取外します。（☞ 45 ページ）

2.	ラジエータネットを取外します。

3.	ラジエータフィンにホコリやゴミが詰まっていない

か点検し、詰まっている場合はエアで吹き飛ばして

取除きます。

7.7.4　　オイルフィルタ

1.	オイルを抜取るための適当な容器を用意します。

7.7.2	 フューエルフィルタ

1.	フューエルコックが閉まっていることを確認します。

（☞ 23 ページ）

2.	カバーを取外し、フューエルフィルタカップのリテ

ーニングリングを緩めます。

3.	フューエルフィルタカップを取外します。

4.	フューエルフィルタカップの底にたまっているゴミ

や水を捨てます。

5.	フューエルフィルタエレメントを下方にゆっくりと

引っ張り、取外します。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	 エレメントに穴をあけたときは、新品と交

換してください。
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7.8	 調整

7.8.1	 Ｖベルト

点検

1.	安全カバーを取外します。

2.	Ｖベルトに損傷がないか目視点検します。損傷があ

る場合は交換します。

交換

販売店へ依頼してください。

7.8.2	 ドライブチェーン

点検

1.	安全カバーを取外します。

2.	ドライブチェーンに損傷がないか、目視点検します。

損傷がある場合は交換します。

3.	ドライブチェーンの張り具合を手で押さえて点検

し、適正な張りでない場合は調整します。

2.	オイルフィルタカートリッジを交換します。

　（エンジン取扱説明書参照）

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

廃油は適切な処置をしてください。

3.	エンジンオイルを注入します。（☞ 45 ページ）
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販売店へ依頼してください。

7.8.3	 走行クラッチ

	 （走行クラッチレバーの遊びが少ない場合および走行ク

ラッチの切れが悪い場合）

1.	カバーを取外します。

2.	走行クラッチレバーを「入」の位置にし、クラッチ

ワイヤをフリーの状態にします。

調整

	 巻ドラム軸の軸受固定ボルトを緩め、チェーンの中央

部を引いて「たわみ量」が 10mm 程度になるように、ま

た巻ドラム軸とウインチミッション出力軸が平行にな

るように、張りボルトにて調整し、固定ボルトを締め

付けます。

交換

3.	クラッチワイヤのロックナットを緩めます。

4.	アジャストナットを回し、クラッチワイヤを調整し

ます。

・	 走行クラッチレバーの遊びが少ない場合

	 アジャストナットを B の方向（クラッチワイヤ

が伸びる方向）へ。

	 クラッチレバーの遊び：約 30mm

	 （図示 C部で）

・	 走行クラッチの切れが悪い場合

	 アジャストナットを A の方向（クラッチワイヤ

が縮む方向）へ。

5.	調整後、ロックナットを確実に締め付けてください。
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7.8.4	 ブレーキ

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

少しでも甘くなったりした場合は直ちに下記の

調整を行ない、常に安全を心掛けるようにして

ください。

1.	カバーを取外します。

2.	駐車ブレーキレバーを「切」の位置にし、ブレーキ

ワイヤをフリーの状態にします。

3.	駐車ブレーキワイヤのロックナットを緩めます。

4.	アジャストナットを回し、駐車ブレーキワイヤを調

整します。

・	 ブレーキの効きが悪い場合

	 アジャストナットを矢印の方向へ回転させ、駐

車ブレーキレバーが「入」でトランスミッショ

ンとブレーキワイヤをつないでいるバネが３〜

５mm 程度伸びるよう調整してください。

5.	調整後、ロックナットを確実に締め付けてください。

（Ｖベルトが滑る場合）

1.	テンションアーム側テンション張りボルトのアジャ

ストナットを矢印の方向へ回し、ベルトの張り具合

を調整します。

（クラッチが滑る場合）

	 クラッチ板が摩耗して隙間 A がなくなり、クラッチが

滑る場合は、クラッチ板の交換が必要です。（販売店へ

依頼してください。）A



7.8.5	 サイドクラッチ

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	 サイドクラッチレバーに遊びが大きくなっ

た場合は、サイドクラッチロッドのターン

バックルで調整してください。（ミッション

脱着時およびロッド類のオーバーホール時

以外はほとんど調整の必要はありません。）

･	 旋回が円滑にできない場合は、ブレーキア

ジャストボルトで調整してください。

（サイドクラッチレバーの遊びが大きい場合）

1.	荷台中央部の作業扉を開けます。

2.	サイドクラッチロッドのロックナットを緩めます。

3.	ターンバックルを回し、サイドクラッチレバーの遊

びが下記の値になるように調整します。

	 サイドクラッチレバーの遊び：５〜 10 mm

4.	調整後、ロックナットを確実に締め付けてください。

（旋回不良の場合）

1.	荷台中央部の作業扉を開けます。（☞ 46 ページ）

2.	ブレーキアジャストボルトのロックナットを緩めます。

3.	ブレーキアジャストボルトを矢印の方向（ボルトが

伸びる方向）に回して調整します。

4.	調整後、ロックナットを確実に締付けます。
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1.	車体を水平な場所に置きます。

2.	ジャッキアップ等して片側のクローラを地面と平行

に浮かせます。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

ジャッキ等が外れないように十分注意してくだ

さい。

7.8.6	 クローラの張り

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

クローラは新品時には初期伸びが、走行距離が

多くなるとスプロケットとのなじみによる緩み

が生じるため調整が必要です。クローラの張り

が正常でないと、脱輪したり、クローラの寿命

を著しく縮める原因になります。

A

3.	クローラ張りボルトのロックナットを緩めます。

4.	クローラ張りボルトを回して、クローラと転輪の隙

間（図示 A）が 10 〜 15mm 程度（転輪が水平な状態で）

になるよう調整します。

5.	調整後、ロックナットを締付けます。
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	 クラッチ調整

1.	カバーを取外します。（☞ 52 ページ）

2.	ウインチクラッチ・ブレーキレバーが「クラッチ：入」

の状態でベルトが滑る場合はターンバックルにて調

整します。

7.8.8	 ウインチクラッチ・ブレーキ（BY1203）

	 ブレーキ調整

1.	カバーを取外します。（☞ 52 ページ）

2.	ウインチクラッチ・ブレーキレバーが「ブレーキ：入」

の状態でスプリングが約３mm 伸びるよう、ターン

バックルにて調整します。

3.	調整後、ウインチクラッチ・ブレーキレバーが「ブ

レーキ：切」の状態で、ウインチ変速位置を中立にし、

空引きレバーを解除して巻ドラムを手で回し、ウイ

ンチミッションのブレーキドラム内に当たりがな

く、円滑に回るか確認してください。

7.8.7	 ベルトストッパ（BY1203）

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	 ウインチクラッチが完全に切れない原因に

ベルトストッパの調整不良があります。ベ

ルト交換等によりベルトストッパをはずし

た場合、以下のように調整してください、

･	 調整はエンジン停止の状態で行ってくださ

い。

1.	カバーを取外します。（☞ 52 ページ）

2.	ウインチクラッチブレーキレバーが「クラッチ：入」

の状態で、A と B の間隔が均等になる様にセットし

てください。

（クラッチ）
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7.8.9	 ウインチ Vベルト（BY1204）

	 調整

1.	安全カバーを取外します。（☞ 52 ページ）

2.	アジャストナットを回し、テンションプーリにより、

Ｖベルトを張ります。

3.	ロックナットを締めます。



7

3672M-0701-490
〈BY1203〉

〈BY1204〉
3672M-0701-480
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交換

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

ヒューズが溶断しているときは、原因を調査し

てから指定容量のヒューズと交換してくださ

い。指定容量以外のヒューズと交換して、電装

品が故障した場合は、保証の対象外となります。

1.	カバーを取外します。（☞ 54 ページ）

2.	ヒューズを交換します。

7.9	 交換

7.9.1	 ヒューズ

点検

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

配線の回路に異常を生じたとき、事故を未然に

防止するため回路にヒューズを設けています。

作業中電気系統に異常を確認したときは、ヒュ

ーズの状態をチェックしてください。

1.	下記を参照に、ヒューズが溶断していないか点検し

ます。

	 ヒューズが溶断しているときは、下記の現象が起こ

ります。

･	 前照灯 (10A)

   前照灯が点灯しません。

･	 電動ファン（25 Ａ）

	 冷却機能が停止し、オーバーヒート（水温が上昇）

になります。

･	 空引きモータ（15 Ａ）＜ BY1204 のみ＞

	 巻ドラムのワイヤの繰り出しができなくなります。

･	 電動シリンダ（10 Ａ）＜ BY1204 のみ＞

	 送信機でのウインチ操作ができなくなります。

･	 電磁ブレーキ（10 Ａ）＜ BY1204 のみ＞

	 電磁ブレーキが作動せず、ウインチブレーキ

が解除できなくなります。

･	 スロットルモータ（10 Ａ）＜ BY1204 のみ＞

	 自動でエンジン回転数が上がらなくなります。

･	 ランプ（5Ａ）

	 表示灯および空引きモニタランプが点灯しません。

･	 コントロールボックス（5Ａ）＜ BY1204 のみ＞

	 ウインチ装置のすべてが使用できなくなります。

･	 フューエルポンプ、オルタネータ、ソレノイド、アワメータ（10 Ａ）

	 燃料供給が停止しエンジンが停止します。

＜ BY1203 は下側のみ＞
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交換

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

正しく充電しても、使用時間が著しく短くなっ

た場合は、バッテリの寿命ですので、新しいバ

ッテリと交換してください。

1.	送信機のカバーを取外します。

2.	電源スイッチが「OFF」になっていることを確認し

ます。

3.	送信機のバッテリカバーを取外します。

4.	バッテリを引き上げ、コネクタを外して取出します。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

リード線、コネクタを無理に引っ張らないでく

ださい。

7.9.2	 送信機のバッテリ

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	 送信機のバッテリには、密閉型のニッケル

カドミウム蓄電池を使用しています。バッ

テリは非分解型ですので、絶対に分解しな

いでください。分解すると強アルカリ性の

電解液により、皮膚や衣類をいためるおそ

れがあります。

･	 電解液が目に入った場合は、こすらずにす

ぐに清水で水洗いし、直ちに医師の診断を

受けてください。

･	 バッテリを火中に捨てないでください。バ

ッテリが破裂するおそれがあります。

･	 バッテリを水中に入れないでください。バ

ッテリの機能が失われます。

5.	予備のバッテリのコネクタを接続し、バッテリをケ

ース内におさめます。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

工場出荷時は未充電です。最初は必ず充電して

から、使用してください。

6.	バッテリカバーおよび送信機カバーを取付けます。
3672M-0709-031
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充電

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	付属の専用充電器（急速充電タイプ）で必ず

充電し、他の充電器は使用しないでください。

バッテリの故障や事故の原因となります。

･	付属の専用充電器で本送信機のバッテリ以外

のバッテリを充電しないでください。ドライ

ブアップ現象（バッテリ内部の液が蒸発する）

等が発生するおそれがあります。

･	充電器を分解しないでください。感電等のお

それがあります。

･ 電池のメモリ現象を防止するため、月に一度

リフレッシュ充電を行ってください。

1.	送信機の電源スイッチを「OFF」にします。

2.	充電器のプラグを電源（AC 100V）に接続します。

充電 LED が点灯（赤）します。

3.	充電端子をアダプタに差し込み、先端を送信機の充

電ジャックに差し込みます。

4.	通常充電の場合は予備充電が開始され充電 LED（緑）

が点滅し、充電を開始します。

5.	リフレッシュ放電をする場合は、リフレッシュボタ

ンを押すとリフレッシュを開始します。リフレッシ

ュ中は充電 LED は消灯し、リフレッシュ LED が緑色

に点滅します。

3672M-0709-040

充電ジャック

電源スイッチ

送信機

アダプタ

リフレッシュＬＥＤ　　　

緑点灯：放電準備

緑点滅：放電中

消灯：放電完了 (充電中)

充電ＬＥＤ　　　

緑点灯：充電修了

緑点滅：予備充電

黄点灯：急速充電

赤点灯：充電準備
充電器

プラグ
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7.10	使用後のお手入れ

（通常時の使用後のお手入れ）

・	 使用後は車体に付着した泥や異物を取除いてくださ

い。エンジンやトランスミッションの給油プラグ付

近の水洗いは水の浸入や錆付きの原因になるため避

けてください。

・	 屋外に放置するときは、防水カバー等を掛けておい

てください。

（寒冷期の使用後のお手入れ）

・	 使用後必ず車体に付着した泥や異物を取除いて、コ

ンクリートか固い乾燥した地面上または角材の上に

駐車してください。付着物は凍結して故障の原因と

なります。（極寒冷地においては、クローラの下に

枕木等を車体と直角に敷いておくと効果的です。）

・	 屋外に放置するときは、防水カバー等を掛けておい

てください。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

凍結して運転不能となった場合は無理に動かそ

うとせずに、凍結箇所を水・お湯等で解かすか、

凍結が解けるまで待ってください。

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

８時間以上の充電は避けてください。

6.	リフレッシュ放電が完了するとリフレッシュ LED が

消灯し、自動的に充電が開始され、充電 LED が点灯

（黄）します。

7.	充電完了すると充電 LED が緑色に点灯します。

8.	電池不良が検出されたときは充電 LED が赤色に点

滅、または赤と緑色に交互に点滅します。そのとき

は充電器のプラグをコンセントから抜き、販売店へ

お問い合わせ下さい。

9.	充電後はアダプタを送信機の充電ジャックから、充

電器のプラグは電源から必ず抜いてください。
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8.1	 本機（車両）

1.	クローラの張りボルトを緩めます。（☞ 57 ページ）

2.	外面を油のしみた布で清掃し、回転摺動部は注油します｡

3.	クローラの下に板等を敷きます。

4.	走行クラッチレバーを「切」、駐車ブレーキレバーを「切」

の位置にします。

5.	エンジンキーを抜きます。

8.2	 バッテリ

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

バッテリ線を外す場合は、マイナス（ー）を先に

プラス（＋）を後で外し、接続する場合は、プラ

ス（＋）を先にマイナス（ー）を後で接続します｡

1.	荷台中央部の作業扉を開けます。（☞ 46 ページ）

2.	本体（車両）からバッテリを取外します。

3.	バッテリ液の量を確認し、必要な場合は補充します。

4.	低温で乾燥した場所に保管します。

参考：

	 バッテリは使用しなくとも約６ヶ月は蓄電しています

が、放電してしまわないうちに充電すると、バッテリ

を長持ちさせることができます。

8.	 格納（長期保管）

長期保管する場合は、次の使用時に備えて適切な処置をしておく必要があります。長期保管をする際は、

使用後のお手入れ（☞ 63 ページ）をした後、以下の指示に従ってください。

 
警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

火気のある場所および高温な場所に本機およびバッテリ、燃料

等を格納しないでください。火災の原因となり危険です。

 
警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

屋外および湿気やほこりの多い屋内での本機の格納は避け、格

納時にはエンジンが冷えてから、防水シート等を本機にかけて

ください。

クローラ張りボルト
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8.3.2	 エアクリーナエレメントの清掃

1.	エアクリーナエレメントを取外し、確実に清掃しま

す。（☞ 51 ページ）

8.3.3	 エンジンオイルの交換

1.	エンジンオイルを抜取り、新しいエンジンオイルと

交換します。（☞ 45 ページ）

8.3	 エンジン

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

 

･	 エンジン保管の詳細については、付属の「エ

ンジン取扱説明書」を参照してください。

8.3.1	 フューエルコック

1.	フューエルコックを「閉」の位置にして燃料の供給

を停止します。
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9.	 不具合発生時の処置

･	 不具合と考えられる現象が起きた場合は、本機の使用を停止し、下記の「不具合診断表」を参照し

て適切な処置をしてください。「不具合診断表」に掲載されていない不具合が発生した場合や適切な

処置を行っても不具合が解消されない場合は ､販売店または当社各センターまで連絡してください ｡

･	 処置については、専門的な整備知識を必要とするものもありますので、整備が難しいものについて

は、販売店または当社センターに依頼してください。

9.1	 不具合診断表

発生箇所 不具合現象 考えられる原因 処置

エンジン
関連

エンジンがかからない

またはかかりにくい

･燃料不足

･燃料の吸い込みすぎ

･バッテリの容量不足— 
セルモータの起動力不足

･バッテリ端子の外れまたは
断線

･エンジンオイルの不足また
は品質不良

･グローが作動していない。

･その他（上記以外）

→補給する（☞16 ページ）

→時間をおいて始動する

→バッテリ液を補給する 
（☞51 ページ）

→バッテリを充電する（販売店へ依
頼してください）

→バッテリを交換する

→接続または修理する（販売店へ依
頼してください）

→補給または交換する（☞45 ページ）

→接続または修理する（販売店へ依
頼してください）

→本書の第６章6.2項「始動のしかた」
の手順に従って再度始動を試み、始
動不可能の場合は販売店へ修理を
依頼してください。

すぐにエンストする

･	フューエルコックが開い
ていない

･	燃料不足

・緊急停止スイッチ確認

→フューエルコックを開く       
（☞18 ページ）

→補給する（☞16 ページ）

→側板横の確認と断線（☞8ページ）

エンジンが突然停止した

･	燃料切れ

･	エンジンオイル不足また
はオイル劣化による焼き
付き

・緊急停止スイッチ確認

→補給する（☞16 ページ）

→点検および補給する（☞45 ページ）

→側板横の確認と断線（☞8ページ）
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発生箇所

動力伝達 
 

装置関連

ブレーキ

不具合現象

クラッチをつないでも車体が
動かない

 

 
 

クラッチの切れが悪い 

クラッチをつなぐとＶベルト
が滑る 

クラッチが滑る 
 

トランスミッション付近から
異音がする 

変速できない

 
 

ギヤ抜けする 

 

 

サイドクラッチで遊びが発生
する 

旋回が円滑に行えない 

効きが悪い

考えられる原因

･	確実に変速（シフト）して
いない

･	ブレーキが効いている

･	Ｖベルトが外れている、緩
みすぎている

･	トランスミッションの故障 
 

･	調整不良 

･	調整不良 
 

･	クラッチディスクの摩耗 
 

･	ギヤの損傷、ベアリングの
摩耗 

･	クラッチの調整不良

･	ギヤの損傷、ベアリングの
摩耗 

･	確実に変速（シフト）して
いない

･	ギヤの摩耗 

･	過積載 

･	調整不良 
 

･	調整不良 

･	調整ナットの緩み

･	スチールプレートの摩耗 
 

･	過積載

処　　　　置

→	確実に変速（シフト）する 

→	ブレーキの解除

→	Ｖベルトをかける、または
調整する

→	販売店へお問い合わせくだ
さい 

→	調整する（☞ 54 ページ） 

→	調整する（☞ 55 ページ） 
 

→	交換する（販売店へ依頼し
てください） 

→	販売店へお問い合わせくだ
さい 

→	調整する（☞ 54 ページ）

→	販売店へお問い合わせくだ
さい 

→	確実に変速（シフト）する 

→	販売店へお問い合わせくだ
さい

→	積み荷を減らす 

→	調整する（☞ 56 ページ） 
 

→	調整する（☞ 56 ページ） 

→	調整する（☞ 55 ページ）

→	スチールプレートを交換す
る（販売店へ依頼してくだ
さい）

→	積み荷を減らす
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発生箇所

転　輪、
遊動輪、

支持転輪、 
転輪取付ピン

作業装置 
（ウインチ装置）

安全装置

不具合現象

クローラが円滑に回転しない 

不連続音がある 
 

異常発熱がある 

 

ウインチクラッチの切れが悪

い（ベルトが滑る）

ホーンが作動しない 

表示灯が点灯しない

考えられる原因

･	調整不良 

 
———— 

 
————

 

･	調整不良

･	ベルトストッパの調整不良 

･	ホーンの配線の端子が外れ、ま
たは断線

 

･	配線が断線している 

･	ヒューズが切れている

処　　　　置

表示灯

クローラ

転輪取付ピン 転輪

支持転輪

遊動輪

→不良部品を交換する（販売
店へ依頼してください）

→	交換する（☞ 60 ページ）

→接続または修理する

→調整する（☞ 58 ページ）

→不良部品を交換する（販売
店へ依頼してください）

→不良部品を交換する（販売
店へ依頼してください）

→	調整する（☞ 57 ページ）

空引き 
モニタランプ

→不良部品を交換する（販売
店へ依頼してください）

→	交換する（☞ 60 ページ）

･	配線が断線している

･	ヒューズが切れている

空引きモニタランプが点灯
しない
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1.	 キースイッチを「ON」のままにしておきます。

2.	 カバーを取外します。

3.	 エラー表示部に表示されている、エラーメッセージ

を確認します。

9.2	 自己診断警報（BY1204）

本機のコントロールボックス内にマイクロコンピュータ

（マイコン）を搭載しています。マイコンは常に各電装品

を監視しており、異常があると表示灯と空引きモニタラン

プが交互に点滅し、警告します。その際、エンジンが停止

します（エラーメッセージ E5-0、E5-1 は除く）。

このような警告表示があらわれたら、下記要領で、不具合

箇所の発見を行い、適切な処置をしてください。

エラーメッセージ表

キースイッチ ON 後、15
秒以上中立検出スイッ
チが ON していません。

E1-0

表示 異常の内容 考えられる原因 処　　　　置

●ウインチクラッチレバーが中立に入っていない。
●スイッチのコネクタが抜けている
●スイッチが正しくセットされていない。
●スイッチハーネスが断線している。

無線使用時に中立検出
スイッチが OFF になり
ました。

E1-1

●ウインチレバーを操作した。

●無線使用時ウインチレバー作動規　　　　　　　　　
制板が正しくセットされていない。

●スイッチが正しくセットされていない。
●スイッチのコネクタが抜けている。
●スイッチハーネスが断線している。

→ウインチレバーを中立にいれてください。

→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。

→リセット：エンジン始動スイッチ
OFF → ON にしてください。
→正しくセットしてください。

→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。

中立時に HST 圧力がか
かっています。

E2-0
● HST 中立位置がずれている。 →販売店へお問い合わせください。

→販売店へお問い合わせください。

HST に性能以上の圧力
がかかっています。

E2-1
●圧力のコネクタが抜けている。
●信号線が断線している。
● OV 線が断線している。

→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。

HST 圧力センサの信号
が異常です。

E2-2
● 5V 線が断線している。
●信号線が車体（0V 線）と短絡している。

→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。

電動シリンダが作動し
ません。

E2-3 ●電動シリンダのコネクタが抜けている。
●電動シリンダのハーネスが断線している。
●電動シリンダのヒューズ 10A が切れている。
●電動シリンダが故障している。

→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。
→原因確認してから交換してください。
→販売店へお問い合わせください。

E2-4
E2-5
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HST 傾転検出ボリュー
ムの信号が異常です。E2-6

表示 異常の内容 考えられる原因 処　　　　置

● HST 傾転検出ボリュームのコネク
タが抜けている。

●信号線が断線している。
● 0V 線がが断線している。

エンジンがオーバーヒ
ートしています。

E2-7
● 5V 線が断線している。

●信号線が車体（0V 線）と短絡している。

●水温が 110 度以上になっている。

●水温スイッチ（黄）の電線が車体（OV 線）と短絡している。

●電動ファンが作動していない。

→販売店へお問い合わせください。

→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。

→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。
→冷却水の水温が低下するまで放置ください。
→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。

エンジンの油圧が低下
しています。

E4-0

●エンジンオイルの量が減っている。
●油圧スイッチの電線が車体（0V線）

と短絡している。

→オイル量を点検し補給してください。
→販売店へお問い合わせください。

空引き装置部の位置判
別スイッチが 2 個とも
に ON しています。

●空引き操作部のスイッチ部分にゴ
ミや木くずがかんでいる。

●スイッチハーネスが短絡している。
●ハーネス（ピンクに黒ライン、ピンク

地に白ライン）が短絡している。

→販売店へお問い合わせください。

→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。

空引きモータが作動し
ません。

E4-1

●空引きモータのコネクタがぬけている。
●空引きモータのヒューズ 15A が切れている。
●空引きモータが故障している。
●空引き装置部の位置判別スイッチのセット不良。
●スイッチハーネスが短絡している。
●ハーネス（ピンク地に白ライン）が断線している。

→販売店へお問い合わせください。
→原因確認してから交換してください。
→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。

スロットルモータが作
動しません。

●スロットルモータのコネクタが抜けている。
●スロットルモータのヒューズ 10A が切れている。
●スロットルモータが故障している。

→販売店へお問い合わせください。
→原因確認してから交換してください。
→販売店へお問い合わせください。

E5-0

E3-0

E3-1

スロットルモータ作動
検出ボリュームの信号
が異常です。

●スロットルモータのコネクタが抜けている。
●信号線が断線している。
● 0V線が断線している。E5-1
● 5V 線が断線している。
●信号線が車体（0V 線）と短絡して

いる。

→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。

→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。
→販売店へお問い合わせください。

4 桁 ,3 桁 2 桁 1 桁 状態 考えられる原因 処置

01

― Ｌ 待受
●送信機無操作が 10 分続いたた
め送信機がスリープモードに入
った。

→送信機電源を再投入してくだ
さい。

09

17

25

33

02 ～ 08

― Ｈ 正常受信中 ●異常なし ―

10 ～ 16

18 ～ 24

26 ～ 32

34 ～ 40

02 ～ 08

― Ｌ 受信電波弱

●車体アンテナ、アンテナケー
ブルの異常

●送信機異常

→販売店へお問い合わせくだ
さい。

→販売店へお問い合わせくだ
さい。

10 ～ 16

18 ～ 24

26 ～ 32

34 ～ 40

通信時は下表が表示されます。
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10.	本機の移送

本製品の移送のために、自動車（トラック）へ積降ろしする際は、下記の手順および注意事項を遵守

してください。

1.	アユミ板は、十分な強度（機械重量および運転者の体重の総和に十分耐え得ること）、幅（クロー

ラの 1.2 倍以上）、長さ（トラックの荷台床面の高さの 4 倍以上）のあるすべり止め付きのものを

使用し、本機の重量でアユミ板が傾いたりしない場所を選んでください。

2.	アユミ板のフックは、荷台に段差のないように、また、ずれないように確実に掛けてください。

3.	積降ろしのとき、運転者は本機から降りて操作してください。

 

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

･	 作業中は本機およびアユミ板の周辺には、人を近づけないよ

うにしてください。

･	 アユミ板上での方向変換は行わないでください。転落の危険

があります。

･	 アユミ板を上がるときは前進１速、アユミ板を下るときは後

進１速にてゆっくりと走行してください。

 

警　告 注　意危　険 注　　記

警　告

アユミ板と自動車（トラック）の荷台の境目で機械の重心が急

に移動することがあるので注意してください。

高さの 4倍以上

高
さ アユミ板







〒839-1396　福岡県うきは市吉井町福益90-1

ご注文、製品に関するお問合せは

アドバンスオーダーセンター

TEL (0943)75-8055　FAX (0943)75-8060

部品、修理に関するお問合せは

東日本パーツ・サービスセンター

TEL (0270)63-8201（代）　FAX (0270)63-8200

西日本パーツ・サービスセンター

TEL (0943)75-3170（代）　FAX (0943)75-5861

https://www.canycom.jp/

連絡先控え（販売店名）

本書の無断転載、複写を禁止します。
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